
 

 

 

 

 

前回定例会（平成 24 年 11 月７日）以降の行政の動き 
 
 

平成 24 年 12 月５日 

新潟県原子力安全対策課 

 

１．安全協定に基づく状況確認等 

状況確認〔県、柏崎市、刈羽村〕（11 月１日）※前回報告しなかったため記載しました。 

〔主な確認内容〕 

・低レベル放射性廃棄物の輸送の状況 

（個体廃棄物処理建屋・個体廃棄物貯蔵庫・発電所専用港岸壁（物揚場）） 

月例状況確認〔県、柏崎市、刈羽村〕（11 月 12 日） 

   〔主な確認内容〕 

・津波対策の実施状況 貯水池 

・階段通路誘導灯電源回路の接続不備の現場 

・５号機、核燃料集合体ウォータ・ロッド外観点検の現場 
 
 
２．安全管理に関する技術委員会 

   12 月 14 日、技術委員会を開催し、福島原子力事故調査報告書（東京電力株式会社）

について議論していただきます。 

   また、12 月 21 日、技術委員会委員が福島第一原子力発電所及び福島第二原子力発電

所を視察します。（12 月 3 日お知らせ済み） 
 
 

３．市町村合同、原子力防災検討会の開催 

11 月 28 日、「市町村による原子力安全対策に関する研究会」の研究成果等を踏まえ、市

町村、防災関係機関と合同で原子力防災の検討会を開催しました。（11 月 27 お知らせ済み） 

内 容：全体説明会、ワーキングチームによる個別検討会※ 

参加者：県関係課、市町村及び防災関係機関の実務担当者 

※ 課題別ワーキングの概要等については別添資料参照 
 
 

４．放射性物質の循環に関する実態調査検討委員会の開催 ＜担当：放射能対策課＞ 

  11 月 16 日、委員会を開催し、村松康行氏、山崎秀夫氏から基調講演をいただくととも

に、県内において重点的に調査すべき項目等について議論いただきました。 

～ プログラム ～ 

  基調講演１「農耕地における放射性物質の挙動：福島の調査から分かってきたこと」 

        村松康行氏（学習院大学理学部教授） 

  基調講演２「福島第一原発事故で放出された放射性物質の海洋底質への移行と蓄積」 

        山崎秀夫氏（近畿大学理工学部生命科学科教授） 

検討委員会 新潟県で今後、重点的に調査すべき項目について 
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５．その他 

  ○ 11 月 21 日：報道発表〔原子力規制庁、黒木原子力地域安全総括官の訪問について〕 

原子力規制庁の黒木原子力地域安全総括官から表敬訪問の依頼がありましたので、下記のとおり知

事が対応します。               記 

１ 日 時 平成 24 年 11 月 22 日（木） 午前 11 時５分～11時 20 分（予定） 

２ 場 所 県庁 東回廊 知事室 

３ 来庁者 原子力規制庁 黒木 慶英（よしひで）原子力地域安全総括官 

４ 取 材 公開にて行いますが、撮影については、係員の指示に従ってください。 

 






